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同潤会の独立木造分譲住宅事業に関する基礎的研究

一泊蕎調査を中心に-

主査内田青膚1

委員安野草F ， 窪田美穂子時

本研究では，昭和3年から昭和13年まで同潤会が実施した勤人向分設住宅の基礎研究として遺構周査を行った。具嗣。

には全建設地の悉皆調査，アンケート調査並びに実演11調査を行った。この結果，同潤会の辿榊と確認できたものは建設さ

れた全戸数524戸のうち29戸であること， J.立梢の可能性が高いと考えられるものを含めると 48戸となることが明らかと

なったq また，平面形式の考察の結果，平面形式は事業草倉Ij期である昭和4年の初瑚形式昭和4年から昭和7年まで繰

り返し使われている複数の共通した基本形式昭和 7年以降自ら鞘教と称していた広縁などを取り去った新たな応用形式

の3段階の変容がみられることが明らかとなった。

キーワード 1)同洲会， 2)勤人向I5iJfii住宅， 3)平面分析
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--By Means of Investigation on The Remains and Analysis of Their Architectural Forms with Plans--
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1n this study， We investigated on r巴mainsof the subdivision houses for salaried workers executed by及フ.junkai

foundation for a period between 1928 and 1938. The investigation was conducted through verifying the number of 

the remains， questionnaire to the inhabi tants of them and measuring houses as the remains. As a resul t， i t developed 

that the number of remains， which could be verified as the Dojunkai・ s，is 29 in 524. Including houses which 

quite possibly were constructed by Dojunkai， it' s 48. And there are thr巴ephases of transfiguration of the 

architectural form with plan， the first form in the beginning of the service， the several basic forms adopted 

from 1929 to 1932， the applied forms without "hiro-en since 1932. HHiro-er(， such as a verandah， is the part 

which had been designated as a characteristic of Dojunkai' s until 1932. 

lはじめに

1.1.研究目的

同潤会は，大正 13年(1924)5月23日に，関東大震

災の擢災者のための住宅供給を目的として創設された日

本で最初の本格的な公的住宅供給機関である。その後を

住宅営団に引き継ぐ昭和 16年(1941)までのおよそ 18

年間，普通住宅，アパートメント，分設住宅の住宅供給

及び住宅調査などの事業を行い3 戦前期の住宅供給に大

きなf賠 1Iを果たした。この同潤会の事業としては，とり

わけ，アパートメント事業が注目され，多くの研究が実

施されている。しかしながら，同潤会の活動を見ていく

と，もう一つの中心的事業と考えられる独立木造分設住

宅事業に関する研究はほとんどなされておらず，建設さ

れた住戸の平面形式さえ十分に明らかにされてはいない。

そこで，本研究では，分諒住宅事業のうち3 最初に着手

された勤人向分譲住宅事業についての基礎研究とし，文

忠t並びに謝jYf調査で得られた平面形式の分析を通してそ

の特徴を盤理することを目的とした。

1.2.既往研究について

既往研究において，これまで勤人向分設住宅の辿杭数

を報告した研究として，堀 市民L)のものがある。昭和

58・59年に解散当時ノ経営住宅J(~同潤会十八年史.1])

に記されている全20地区447戸を基に，ill構数の把握を

行ってしも。その結果，各住宅の甜品数は正確な数字は

記されていないが，各地区毎に各数戸と少ないことを報

告している。

また，勤人向分譲住宅の平面については，西山卯三氏

2)が平面分析を行い，①外観に気を配った凸凹の激しい

平面で，根拠の薄い間取りのバリエーションの追究が行

われている，②広縁は配置場所が一定でなく，使い方も

きちんと計画されていなし、， Q濠族本位であるものの，
室の独立性が同居手段に転用されている，こうした欠点

があるにもかかわらず小(主宅に影特を与え「同潤会風J

間取りを生み出している，と批判的な見解を述べている。
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先行研究に学ぶことは大きいが，堀氏の調査はおよそ

20年前のもので，現状とは大きく変化していると考えら

れること，また，西山氏の分析は貴重な研究であるが，

規模も建設時期も異なる勤人向分譲住宅と職工向分議住

宅を一緒に扱うなど，本研究とは視点が異なるといえる
3) 。

2.同潤会勤人向分譲住宅事業について

2. 1.勤人向分譲住宅事業の概要

同潤会の活動は大きく三期に分けることができるへ

すなわち，第l期(大正13年~昭和4年)は，関東大震

災擢災者のために小住宅(仮住宅)を供給し，次に人々

を収容・教育することを第 lの目的として，また普通住

宅，アパートメントハウスの建設を行った。第2期(昭

和5年~昭和13年)は，勤人向分m住宅の建設事業を中
心とする一方，アパートメント居住者の調査など，実施

した建築の試みの検証を行った。昭和 16年の住宅営団へ

の発展的解散までの第3期(昭和14年~昭和16年)は，

日中戦争に始まる戦争体制(軍事工場の設立，工場の生

産拡張)による労似J者の住宅不足に対応した質より量の

確保を重視した受託事業を中心に行った。

この第2期の主な事業で、あった木造独立分諒住宅事業

は，昭和 3 年~13 年までの聞に「勤人j を対象として建

設。分諒された勤人向分設住宅と，昭和9年.........16年まで

の聞に「職工」を対象として建設・分議された職工向分

説住宅とに大別される。勤人向木造分訊住宅は，東京 17

ヶ所，神奈川3ヶ所の計20ヶ所に，合計524戸の住宅が

建設された。

この分譲住宅事業を開始した経緯は，普通住宅の需袷

状況がひと段落したため，昭和3年の横浜地区への普通

住宅建設予定で、あった資金をもって中ゆJ住宅の建設を

行ったことに始まる九「時代の要望は住宅の量の問題か

ら更に質の問題へと進みJ6)つつあること，また一般勤

労知識階級の住宅所有熱の高まりつつあることから時

代に適した文化的合理的なる小住宅の模範J7)を示すこ

とが目指された。

分jjJ(住宅司i業計画の要旨及L牌徴は， w同潤会十八年

史~ (以後『十八年到])に敷地条件，住戸配置，平面計

画1 ttlj造・仕上げ，付帯設備，年肱年限，分譲契約にお

ける入居者の内格など詳細に紹介されている。ここで注

目されるのは，当時の住宅政策であった「住宅苦且合法j

との違いを挙げ，いかに分誌住宅事業が担れているか強

調していることである叱ここでの要点は，集団的で快

適な住宅地の街並み形成，専門伎俳諸による設計である

ための耐久性，市場性を帯びた個人的噌好よりも商品性

を重視，安価であること，といえる。

さて，この事業は，高い人気を得たようで，

「一般中産階級の異常なる歓迎を受け，希望者殺到

して数十倍の多きに遣する状況であった。之は当時

政府に於いて住宅組合資金の貸出を停止したると，

本会の分=誠方法が極めて合理的にして，且つ其の設

計施工が優秀で、あった為に外ならない。」叫

と報告されている。実際，分譲を行う際に開催した展口

会から人気の様子が具体的に判る。すなわち，同潤会で

は，

「分譲住宅展覧会を開催し改良せられたる木造小{主

宅の構造，設備，様式及価格等を一般の縦覧に供し

住宅に関する知識の啓発に努め併せて本会分譲住宅

の宣伝を為したるに非常なる好評を博せりJ10) 

と 一般の人々への啓蒙と宣伝を兼ねて，赤羽第2次分

設住宅地(以下，分譲住宅地を省略)以降，各分誌住宅

地で3.........4日の展日会を行っている。この入場者数に注目

すると，最も多い赤羽Eで 9，758人，少ない堀切でも

1，740人，平均4，363人の来場者があり，人々の分謝V主

宅への関心の高さをうかがわせる。また，住宅の申込倍

率は，最も高い洗足台 Iでは約44倍，最も低し、)11111奇Iで

も約3倍，平均申込倍率は約14倍であり.ここからも分

譲住宅の人気が高かったことがうかがえる。

また，勤人向分譲住宅事業に関連して，同潤会では昭

和6年7月に「分譲住宅設計図案懸賞募集Jを行ってし、

る。これはこれまで行ってきた勤人向分譲住宅にさらに

新しいアイディアを盛り込もうとして行ったものである
11) 

また，勤人向分諒住宅の中でも，昭和 12年竣工の東

/j'4:公)11は東小松川普通住宅の空き地を利用して建設され

たもので，勤人と職工の中間層に当たる人々を対象とし

ていた。さらに，部材は東/j'4:公)11普通住宅を解体して，

誤験的にその材料を利用して建築したものである 12)。こ

の動人向分譲住宅の建設にあたり，普通住宅の部材を再

利用したのは，他に赤羽Eがある。この赤羽皿は，最後

の勤人向分譲住宅であり，部材の再利用から戦時下にお

いては事業が様々な前腕力を受け，順調に進まなかったこ

とをうかがうことができる。そして，同潤会ではこの赤

羽皿を最後に勤人向分譲住宅事業を終え，小規模の職工

向分譲住宅事業へと力点を移した。

2.2.各住宅地の建設概要

次に，各住宅地の建設概要をまとめたのが表2-1-①，

表2-1ー②である。これらによれば，勤人向分譲住宅と

して最初に竣工したのは，昭和3年の斉藤分の20戸であ

る。次し、で山手町が竣工した後，東京で最初に竣工した

のは赤羽 1Iこ8戸およひ事可佐ヶ谷に22戸である。その後，

昭和4年に赤羽Eに55戸， 荻窪に45戸，昭和6年に洗

足台Iに25戸，経堂に27戸，洗足台Eに36戸，昭和7

年にl揃沢に41戸，昭和8年には嵩高寺に34戸，雪ヶ

谷31戸，金町31戸，堀切20戸，昭和9年に江古田30
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戸，昭和 11年に松蔭20戸，昭和 12年に川崎Iに24戸，

東/川公川 17戸， 桜台26戸，昭和 13年に赤羽田2戸がそ

れぞれ竣工した。

年賦年限は洗足台Hから短期と長期の2種を設定して

いる。 「分誌住宅Jで分譲されるのは建物だけで，敷地は

借地で、あった。しかし，江古田・松蔭・川崎Iは土地付

き分譲としている。斉藤分は当初は借地であったが，昭

和7年に土地を買い上げ，土地付となった 14)。

建設された住宅を延床面積で見ると， 1戸当たりの延

坪が最も大きいのは山手町の29.14坪，最小は赤羽田の

13. 33坪，平均は23.6坪である。敷地は洗足台Hの153.78 

坪が最大，赤羽田の45.315坪が最小，平均は108.85坪

で，建ベい率から見ると最小は洗足台Hの 16.71%，最

大が斉藤分32.22%で，平均は22.74%である。

3.勤人向分諌住宅の現状

3.1 辿構調査の結果

勤人向分認住宅が建設されてから， 70年余りが経過し

ているが，各分説住宅地が現在，どのような状況である

かを知るために甜品調査を行った。 具附句には，全建設

地20ヶ所の悉皆調査およひアンケ ト調査を行い，さら

に許可の得られた2戸について実測調査を行った。香、皆

調査は，当初の同潤会発行のパンフレッ トやポスターな

どの史料同カミら，現在の位置を確認し，辿有明都号、を行っ

た。当初の史料がないものについては，昭和 10'12・13

年当時の地図 16)で建設地を推測した。また，遺構の艦君、

にあたっては， 目視により外観から勤人向分l1Jii住宅のデ、

ザインの何敷に注目して判断した。外観の鞘敷として挙

げられるのは，妻部分のハーフティンパ風のデザイン

(図3-1)，また，窓の桟の割り方(図3-2)で均等で

なく少し左右にずらしたデザインとなっている。また，

足もとでは，布基礎の採用である。この結果， 確認でき

た辿構は29戸， 現存率品約5.53%で、あった。表3-1の

現蒋数のうち， 括弧内の住戸は，住宅地に関する当時の

史料が確認されておらず，またアンケ トや聞き取り調

査も現在のところ拒否されているため確定できないもの

の，同潤会の住宅の可能性が高いものである。それら，

同潤会問人向分萩住宅と推測される住戸も現存住宅に加

えると，現存数は48戸，現存率は9.16%となる。これ

ら，li'/旨恋された辿杭の住宅平面は，パンフレット等の資

料から訂正Zできたものは，赤羽EのK'型・ G型，荻窪

図3-2 窓桟訓りデザイン
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E'H型， 会町の I. J . F型，堀切のぬ。 J. J'型

である。また，各住宅地周辺の現状は，静かな住宅地と

なっている所が多く，良好な環境を保っているといえる。

今後の調査の中て噺しし、情報・資料等が確認されれば，

更新していきたい。

3.2 アンケート調査の結果

アンケ ト調査は，悉皆調査で勤人向分議住宅と確認

された住宅及び目視により確認された住宅の 51戸に配

布した。ここでのアンケー卜調査の目的は，主に， 目視

により勤人向分譲住宅と推測した住宅が，実際に勤人向

分認住宅であるかの確認である。アンケート項目は，①

同潤会分諦住宅か否かの確認②入居年③入居当初の家族

桃成(世帯主の職業)④入居前の居住場庁間入居当初の

住宅の様子(平屋か2階建か， 室数，洋聞の有無，広縁

の位置，広縁の使い方)⑫普改築の有無⑦史料保管の有

無@調査の可否⑨その他同潤会分譲住宅の感想である。

その結果，有効回答は 11通，回収率は 15%で、あった。

なお，このアンケ ト調査は，後に別途アンケー 卜調査

を行った経堂については対象から除いた。

11通の内容を見ていくと， 10戸が同潤会勤人向分譲

住宅であり，1戸は同潤会勤人向分譲住宅ではないこと

表3-1 勤人向分譲住宅現状

住宅地名 現所在地 声量 刷融自作現存敵 現存串酎 現存住戸担 現状
曹l 戸世即." 

神高川県揖揖市 膏i!分小牢按と
高柑分 20 20 5.00幅 。 民l丸周辺調境神夜川区斉品分町 比敏的良好

山手町 神高川県 10 I 10 o 0.00国 荷車なL中区山手町
阿佐..谷彰並区本天沼2丁目 22 I 20 4.55" 

。 面Ilなし
樟羽富二世分制

$，羽i 北区西ケ丘2丁目 8 7 。 0.00誕 ー 住宅i::ー体化.周辺調撹良好
揮羽E 北区酋..丘2丁目 55 55 2 3.64" K' .G 周辺縄境良好
桜島 杉並区傘天棺3丁目 45 44 2 4，44% B.1I1 

括原開院に臼
洗足台I大田区土地台3丁目 25 I 25 3 12.00幅 B.Il?1I 指.周辺直境且

It 

嵐且宜学刷に"，./
雄主 IItIR谷区民主3TEI 27 23 6 22.22" .̂ B." H 担u 周辺嘩II且

好

百E足古;0 大同区班冒谷51'目 36 21 1 (6) 2.71ll‘ 
(19.44) 

駒沢 世田谷区新町3丁目 41 2日 2.44'‘ ? 
「聾踊吟凪敵地

静岡申 杉蛇区曽橿寺IT~ 34 22 2 5.88% 
。 区jに属する.
八舗神社に凶盤

首ケ粁 大田区附智谷4丁目 31 19 3.23世 刷辺国境品卸
金町 自属区八fllT閏 31 20 3 9.6ill' 1. J， F 綱辺環境且好
堀切 15劃区班堀切2T目 20 15 4 20.0，"， 由.J.1'.今 周辺1I11且静

江古悶 蝿鵬区小竹町 ITIl 30 I 30 1 (4) 3.33'‘ 。 S津大学芸術学
(20.0) 邸に品俊

訟雌 世田軒E弦唾 1丁目20 I 20 (1) (20.00昔} 。

神高高川線川崎市 川晒第三第z
川崎1 24 24 (I) ( 4. 17事} 。 (t置工向)と革川蝿区大島町打'目

怖を慎んで何懐

車，ト訟川江戸川区 17 17 中央車小松川
阪台脇島区豊軍町2丁目 26 1 25 1 (4) 3. R5% ー

環状?骨岬に僚
(19 23) する

赤潮皿 北区揮羽1!i4丁目 z 2 

合計 524 447 
29 5.63S 
(48) (9. 16) 

※ IH八年史Jr助人向骨品位宅』の本文中より (P.124.......134) 
※2 r卜八年虫J 1附融当時ノ経営住宅』 より (P.89-115)
出 3 4I-1IDl!!.皆網直結晶』
来()膏舎の瞳牢';1日植民主るむの
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表4..1 平面図グループ分組表②
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議4-2 総設総量IJ王手筋凶グ)(...…ブ対応議
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昭和 9

→江古閏

表4-3 喜善f業向における広縁の有害Ii“形式
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昭和的年度自ヱド

立)吉宮iJJタロ;三 Wsヱドのすまい 護金芸事常務ぬ76.6

3)磁iJJt¥;は同潤会(J)分級住宅が f小住宅の襲奇形釣3争被雑な『同

務会，包U間取りそ主投みおしてゆく jと戦前織の住宅発漢にマ
イナス(J)影鴛投与えたと考えられている。との点は今後研

究で改めて検経レて行きたいと♂常えている。

4)内sn総量If[湾絡会基礎資料供策l務委 f解説j，粉必勝，ぬきち
年

5) f4'本会が分譲住宅途殺の沿革を級;:，に 15年の頃普

適役宅建設時代p横浜子行内に於ける小住宅給状況iiliiく緩
和せらるに三さったので，本会は大iE15華料こ絞b

に建設の言十筒、て?あった;木造事事滋住宅百九十戸の建設予定安

変更し，なが綴!J~'予算金十日張万八千九富十二円を以って…戸
建のや滅後後六十戸を建設

住総研主査深々 準装災ι30，2003年版



で月賦分百円安fiし、中原筆者以下の憶久的な住居の安定iこ資す
ることとした。 J 肉料会十銘5I::~ 昭和9年

6) If向井III会十年5I::~昭和吉年

7) f飼料会十年5I::~昭和 9
8)住宅組合との道義い岱{没後総会の伎埼さは，総会震の希望する

る主義所があるが，結果か

ら5まるとこれがかえって綴所て?あって緩済的総鍍令低下さ
る怒れがある。器開絡会の分説住家は矛委集箆約であるために

i迂露尊から会議室さと受けることなく 5 ま

た霊式は多綴多様であっても綴人的々幾;句会孝義普撃していな

いから，市議後を警守び予定主義?談室愛その絞め処分にあたり援うたをと

緩く怒れが然いo 往左総会の役名数泌総代位まれに安い

O)td:>9主主演演会の主主宅敷金銭は，生長女封主義ど緩めて低療に借入
れまたは漢い殺っているから緩めて後綴である。寺住宅総会

蒸人数寄付こより大コニ後?に主義工ずるのに

支すし!弓溜会の分綴住宅は専門ま支持fおの長寿炎iこ議長く周鋭綾密
なき愛苦すと工委I1霊童餐により j l'i絞あるま薦委義務が路行Tるのであ
るから出楽よがりと

分譲住宅は集団的iこ建設するのでー
に便利で瓦斯水道の引用'貨が低織である。

性繁上2 総合震が線Ki選手誇訟を倣うがs肉料会。)分以{を宅
は主主人のt'a1径を重量う
9) rr南籾会十八年史j昭和 17年
10) r令塁走報告』昭和4年
11) r中産以下の人々に対する伎定者Ii紛の使命安楽と益金に，:fj
の如き現代文化に伴った朗らかにして隊機なる後懸念機燃

する照的を以って分J長住宅の慾殺さと試み江織の紋波愛妻まけ
てきたのであるが，今患の懸aれに絞る総計図の必r然、然絞め

試みをより十全にしたいと考えfこからに過ぎえよい。JDi主義以
内の新住宅設計j納行新践校，昭和?年

12l r東小松川は東小松川普通住宅の空港を李I]J脅して慾殺そ主
たもので，従来のやii1滞緩向きま工援労苦金者向役者さに交ぜ

住宅はふ策決f主?としてや遂pぎと毅工階級どのや穏にあたる

人々をと対経としたちので，本会としては最初試みあ

民文めま毒薬は綴袴したi蚤り券常なる好評を嫁した JW'lf繁
華霊会3絡幸n12年
rまi<jJ~号事選住宅を発事俸のよ試験約;こ築0)材料t左手IJf脅して改緩

する・雲寺療の影緩?を受け建築於主主蓋しく昂騰したのみなら

ず絞総資材の供給を受くることが出来γ水道交織絡をど号If持
することが不可能になった為j子炉業綴告』昭和 13係
14)守護jfjj分Jでは借地科高価の為地主主ど総々折衝した絡然，
絡手百七年八月該住宅の1民地を本会に於いて納入し，月々の借

地事~と精々肉類位の月賦金で二十ヶ年乃玉三二十五ヶ生存聞に

同時に徴収し，締りなく納付した殺に，

住宅と共に主主の放地も夫々居住者の所有に帰ずる方法を以

て分1泌することとした。Jr事:灘報告』昭和7年
15)各分以'i1往復地の現在地との照会を行った史料 E斉藤分話『向

、繍会オてi議独立住宅にみる住機式の変容と存続について』昭和
63年度神奈川大学卒業論文 総築学科白潰研究室自絡事谷・

2投開忠5色。 山手町認『理署答会会議 '11頃~ (財団法人同級会 昭

和3年 1Jl 17臼)r分魚住宅用地借入の件J1':， r場所綴
二五九の勺二五九の二，二六G番

地j どの記，~~，織韓iなヰZ磁題。 向性ヶ谷=f新しいおヱド住宅
3認を換iU(対節法人生活改善同窓会話i穏和4年lOJl2容認〉

iこ湾住ヶ谷分ぷ注宅地0)

〈ぷスタ )。表3l~廷=エ

荻議ヱヱ子新しい日本住宅実#"II~

洗足台 1=者毛足台分

{襲安波法人i湾総会 1931ノミンブレット)0経堂

分議後窓案内~ (財務法人{湾総会 1931パンフレ

アト入議長緩霊会話

認I~ 主義治人り， rr湾総会住宅熔j との記必あり)と子山、業報
〈財田法人間潤会)の住所よ

り宇像機。駒沢 fぉ本の伎宅~ (草子国鉄郎，関 l宮9)の鳥Ili攻

奪事者議録公 fl3ヌドの住宅Jl(夜間鉄郎，関 l号7)の配li'，'.
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図。雪雲ヶ谷警護ヶ谷分喜楽住宅察内三〈義孝[選法人間務会 :号33
Z路線幾多察当 r住宅::J(とや村党 建

築行殺 す舎建警警察携綴 i号33) コ総霊堂獄。綴切z

宅案内三{対浅さき人i路線会 iき33パンツレッ打。江古額二
どれL議事長官まJの
め俊樹より推測。

松毒事=r.東京終J家康務士堂筋谷貯金綴Jとf幾多義綴告をJの分譲
住宅家屋所有権杉喜重(財団法人間総会}の主主所から縫摸110)11 

餓[=f大IE.8義和策;紋熊…一万分の…焼形間集成京
葉・京浜・多jz;z;地区3とf'JI級事装佼J
三義援〈財団法人間偶会}の住所より捻議110族小松川注 12

参照。桜台=f大策京区分邸主;ートヨミ際な内桜Ilffi~ま詳細IBIJ と
f 'J~業報告J の分務住宅運転滋新潟総務淡(財閥法人向精会)
の住所より後測。 r 繁織を普~ (昭和 12伴)にごこ慰(君主存)
の写1'iが掲，I¥it冬れている。
16) r明治・大正誼昭和 東京一方分の…
柏尚治;E 昭和 58年 11JL r大iE胸昭和
一地形図立;成京議場茶話品会

年 1月20[3 
17) なお， 向精会の住宅でない:子誌は繰り会わぬ殺害 三また4立向か

いにある 2戸の隠綴gのコ{往?陀宅窓を悶綴で

戸について主も弘主}， 向}君♂澱!担的主現i会gめコ{詮笠宅てで~fは立 3な:な主いと宇緩緩獲減i号さ~iれれ守るQ

18) fl弓~開会十八年史~ r率重喜善十編j昭和 17年
19) f経堂分ふ住宅祭Ii系は公刊された資料ではない。
し， r往緩めには，各部，震の金上げや綴かい掲示'JI宅設が絞
殺されている。ここでは，実務溺査を行うにあたって，多々

童話料どした。

20)寺三遺言分析に黒いた史料は以下還である。なお，篠山知三

は宮おヌドのすましゴめとやで殺人向予言語表住宅の平節分析を行っ

ており，そこでは勤人向分ぷ住宅♂コネ言語ノそターンは 105ある

としている。しかし，その 105戸のパターン1玄関i開会関係当智
が内総議華料郊に残したものであり，また，実際に山殺された

524 }議会てのパターンが確認できるものではない。 また，関

頭も磁めて簡略なものであり z給部が石史認できるものではな

いG このため本研究では，実際にE量殺されたと紘認できる公
選賢設れた資料f':基づき平面分析を行った。 f'l'毅綴傍JJS7， 
S12， rlí事正弘喜霊長会~ r財産自録L
羽第 2 次分譲住宅設計図~， r経堂分。íìl住宅設計図ム『赤~~ 1 

タ-Jl.r新しい日本住宅実伊ur洗tr:台分.ii'，伎
{ノ《

ンブレットu住宅~S5.3， S6.4 ， S9.8， Sな 10 ， S9. 12， SlL 1仏

ぬ 10，r高等建築学251r [3ヌドの寸まい立3
21)巨額が問じものは以下のとおりである:赤5JSJrrA~M獲{金
て〉と荻窪八~M丞1 (NMのみ異なるに事長是台 IA~J 裂

(さ訟で) ど緩護主人~]毅{ゑて)， tli<313l rr・荻窪M裂と洗足
苦1J怒，漁獲重宝!人型選と洗三塁合夜八塗，援事I.JJ . J'型と

江主主関 j裂と松護憲j怒合

22) 校総ド総長怒は引金等::~ Iと事務総三きれていたが， この中で型

名称が護憲総℃、考えよいものは，それぞれ長寿@)とした。

まずこ，挙手羽 E設の 2 つめ浮き袋駁は裂会終Il~議認できなかったた

め季それぞれ〈ゑ苦手どした。冬らにき線襲撃築学2SJ~こ掲

泌されていた滋泌0)むやには‘どこの伎定地;こ往設された平面

会殺t認できないちのが3つあったため，これらはそれぞれa，

s，γと

23)ここでは，問a埼玉誉会主義務人向分ぷ住宅の特徴として挙げてい
る f主ド衛計磁j の内君主主ケ遂にヰZ産草分類を行った。 r①従来の

ヤと窃各

ること暗号H設に押入会設け3震の手IJffl~cñ閉を広げること④各議か

ら直談玄関・{断・綴殿懇専へi滋c-cいるごと(判官ア裂)φ各釜
j丸 i最廊採光が)t，分であること⑤広被(ベランダ)安綬札一家

の陣織・子供の波rJ:主義・紛光誌を支援急事iと李Ilj到し3 かっ込峨うど庭溜0)

連絡を得られるこんc7買鋲羽陸の悶え£住宅さの韓交没fょ間貫主りさざ改め，各

{主総{手f/iJf災浮きilNo.30，



してぎO~主を主とし，また間取りは可及的に変化に富家守きたこと j

f鈎縮会十八俸制浮磁十郎j昭和17主f.
24} 6¥:J性会日については「形式は先年(J)洗縫合，経堂のものと

同緩めものであるJW関税会会事襲五第五十凶努「洗よさお第二
分Ji発注忽工'IrJ(昭和己華料。また駒沢についても 3

りで，A雪裂からJ型ま
とそE裂の内容は問ーのもの

でみるJwr湾、料会会報J第五小五号
宅建ど駒沢にJ昭事日長年

25)善福寺宇治2建設された務景には

のコンペ影議!;6~考えられる。会主議ま照℃

資料(奨浪1](霊〉

二総 a
II曹関 E畠 τ

A型伎宅平菌顕/

£炉建議 後二子 文化女子大学大や院修土議長綴

渋主主 嗣災よ子

ノj、磯有紀 文化女子大学学審i浅く平成 13年度当時}

B"縁 寺L 文化女二子大学学部室

い一司市町m …叩ω … 併白知一 月町司同時叩ωω叫幌言。号

1燃'l"u議室護

緩堂 分議f主宅案内JI(対極法人向潤会 喜怒穏 6主事 パンフレツト} A按住宅卒濁繍/実j員11潔主主題言語

!l1聖

母理r~号 5器.10

F'l 

8護伎宅平面賜/

E縫重金 分譲彼等霊案内 A (財団法人民;窓会 昭和 6匁 パンフレツト) B護住宅平館長義/実演1)線状図豊富

平草壁E盤
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